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１．開  会  

事務局  

（梅田スポーツ局長） 

開始時間となりましたのでただ今から「第２回北海道札幌 2030 オ

リンピックパラリンピックプロモーション委員会」を開会いたしま

す。 

私は、本日司会進行を務めさせて頂きます札幌市スポーツ局長の

梅田でございます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは次第に沿って進めさせて頂きます。 

初めに岩田会長よりご挨拶をお願い申し上げます。 

岩田会長  岩田でございます。 

本日も、お忙しいところお集まりを頂きまして誠にありがとうご

ざいます。 

先月の第１回目の会議では皆様から様々なご意見を頂きました。 

頂いた意見を踏まえ、今後、大会の開催意義をとりまとめる上で、

特に重要なテーマについて議論を深めてまいりたいと考えてござい

ます。 

今後取り上げるテーマについては、後ほど皆様に、ご相談をさせ

て頂きますが、本日はまず第１回目の会議で各委員からの意見が大

変多くございました「共生社会」をテーマに取り上げました。 

この分野に精通されている委員から、冒頭基調発言を頂き、皆様

と意見交換を行うことでご了解をいただければと思います。 

今後、国民の理解や共感を得ていく上で大会の開催によってもた

らされる利益を解りやすく伝えていくことが重要であると考えてご

ざいます。 

各委員の皆様におかれましては、これまでの経験や専門的な見地

から様々なご意見を頂きますようにお願いを申し上げまして、私か

らの冒頭のご挨拶とさせて頂きます。 

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

事務局  

（梅田スポーツ局長） 

ありがとうございました。  

次に本日の出席者でございますが、時間に限りがございますので
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お配りさせていただいた委員名簿をもちまして報告に代えさせて頂

きます。  

なお本日は、片山委員、三屋委員、米沢委員はご欠席、鈴木副会

長、日比野委員、本橋委員は途中で退席、また高橋委員は途中より

参加をされます。  

それから原田委員につきましては遅参される予定でございます。  

また今回、初めてご参加いただく委員が４名いらっしゃいますの

で、まず会場にいらっしゃる菅谷委員から一言ご挨拶をいただけれ

ばと思います。  

菅谷委員  皆様初めまして。 

ANA あきんどの菅谷と申します。 

この度、経団連から推薦を頂きまして委員を務めさせていただく

ことになりました。 

個人としては、札幌に８年仕事でお世話になったこともありまし

て、この大好きな土地にオリンピック・パラリンピックが来ること

を想像すると、本当に嬉しくてたまりません。  

ムーブメントを起こして、この感動をこの地で味わえることをお

手伝いできるように精一杯頑張って参りますので、どうぞよろしく

お願いいたします。  

事務局  

（梅田スポーツ局長） 

ありがとうございました。  

続いてオンラインで参加いただいております竹中委員お願いいた

します。  

竹中委員  

 

皆さんこんにちは。  

第１回目欠席したことをまずもってお詫び申し上げます。  

全国商工会連合会の竹中と申します。  

私ども商工会は全国で 1649 商工会、約 80 万会員を抱える経済団

体でございまして、スポーツは専門分野ではございませんけれども、

機運の醸成等の PR などに関して、全国的に網羅した組織を持ってお

り、十分に後方支援ができると思いますので、皆様方のご意見を聞

かせて頂きながら、今後考えていきたいと存じております。  
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どうぞよろしくお願いいたします。  

事務局  

（梅田スポーツ局長） 

ありがとうございました。  

同じくオンラインで参加をいただいております本橋委員お願いい

たします。  

本橋委員  

 

皆さん、こんにちは。  

一般社団法人ロコ・ソラーレ・カーリングチームを運営しており

ます本橋真理です。  

オリンピアンとして参加させていただいていると共に北海道で子

育て中なので、子育て世代の周りの意見も踏まえて、意見交換等で

お時間を頂ければと思います。  

よろしくお願いいたします。  

事務局  

（梅田スポーツ局長） 

ありがとうございました。  

高橋委員につきましては遅れて参加ということでございますの

で、後ほどご紹介させて頂きたいと思います。  

 

２．議  事  

事務局  

（梅田スポーツ局長） 

それでは議事に入りたいと思いますが、議事進行につきましては

岩田会長にお願いしたいと存じます。  

よろしくお願い申し上げます。  

岩田会長  それでは議事に入らせて頂きますが、その前に遠藤特別顧問にも

オンラインでご参加をいただいておりますので、本日の議題であり

ます「大会の開催意義と共生社会」というテーマに関しまして、ご

挨拶も兼ねまして、ここで一言ご発言をお願いしたいと思います。  

よろしくお願いいたします。  

遠藤特別顧問  

 

ありがとうございます、遠藤利明です。 

途中退席となりますので申し訳ありませんが最初に一言だけお話

をさせて頂きます。 

まず何よりも、札幌、そして日本の良さを世界の皆さんに知って

もらう最大のチャンスかと思っております。 

東京オリンピック・パラリンピックは残念ながら無観客で、そし
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て国内的な盛り上がりは何か今ひとつな感じが致しましたが、その

後、世界の多くの皆さん方から、「大体元々我々は現地で見るという

ことはほとんど考えてなくて、テレビで見るものだよ」と、そうす

ると、30 億あるいは 40 億の方がテレビを見て、「日本はすごいよね

と、コロナ禍でよく開催できた、日本だから開催できた」と、そう

した話をいただいて大変感激したことを覚えております。 

札幌が 2030 年に開催すれば、まさしく世界中の方が、札幌、ある

いは北海道、そして日本の良さを改めて知って、そして「是非そう

いう国に行ってみたい」という思いを大変強く持つだろうと思って

おります。 

もう一つは、東京オリンピック・パラリンピックは、ホストタウ

ン等々を通じて、東京だけではなく、日本中総参加のオリンピック・

パラリンピックにしようと、そんな思いで取り組んで参りました。 

それを考えますと、今回の札幌のオリンピック・パラリンピック

も札幌あるいは北海道だけではなくて、ホストさんやいろいろな繋

がりを通じて、日本全体の皆さん方が協力し、そして参加できる、

そんな大会にしていただければ、大変素晴らしい国としての盛り上

がりも出来るのではないかなと思っております。 

もう一点、「共生社会」ということでありますが、私は「ユニバー

サルデザインの社会が出来る」と、「それがレガシーです」とそんな

話をさせて頂きました。 

元々、オリンピック・パラリンピック大臣のときに、ロンドンに

行き、当時ロンドン市長であったボリス・ジョンソンなど多くの関

係者に会った際、「パラリンピックが成功したらオリンピックは成功

ですよ」と、そんな話をして頂きました。 

オリンピック・パラリンピックも一体となって運営する、組織委

員会もオリンピックとパラリンピック一緒でありますから、なおさ

らそうした共生社会の実現のために大きく貢献できるのだろうと思

っております。 

障がいを持っている人も高齢者も、そして普通の人も、みんなが
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力を合わせて地域を作っていく、あるいはまちを作っていく、そう

したきっかけに今度の札幌オリンピック・パラリンピック大会が成

れば、大変素晴らしい国としての盛り上がりを作れると思っており

ます。 

どうか、その意味でなお一層皆さん方のお力添えを頂きたいと思

っています。 

候補地の決定もそんなに遠くないのではないかと JOC の山下会長

が仰ってましたので、山下さんから話があるかと思いますが、みん

なで力を合わせて、いち早くそうした取り組みが進められますよう

ご期待をして、私からの御挨拶とさせて頂きます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

岩田会長  遠藤特別顧問、大変ありがとうございました。  

それでは議事に入ります。  

はじめに事務局から報告を行います。  

事務局  

（梅田スポーツ局長） 

それでは事務局よりご報告をさせて頂きます。 

画面表示のほかお手元に、あるいはメールにてパワーポイントの

資料もお配りしておりますのでご確認ください。 

はじめに、会議の公開についてでございます。 

前回の会議はメディアに公開をさせていただきましたが、今後の

会議につきまして、公開の取り扱いを改めて明確にさせて頂きたい

と考え、この場でご説明をさせていただきます。 

まず、プロモーション委員会の会議につきましては、前回お配り

した設置要綱の第９条第４項で、原則、公開と規定しております。 

また、会議録につきましても、委員の皆様の発言を委員名ととも

に記録して作成し、事前に内容を確認いただいたうえで、札幌市公

式ホームページ等で公開をさせていただきますのでご了承願いま

す。 

次に、招致のスケジュールについてでございます。 

すでに報道でご存知の方もいらっしゃると思いますが、５月 20 日

に行われました IOC 総会におきまして、2030 年大会の開催地決定ス
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ケジュールに動きがございましたので、この場で報告をさせていた

だきます。 

まず、2030 年大会の開催地決定が、来年５月の次期 IOC 総会で行

われる見通しであることが示されました。 

併せて、２段階目の対話のプロセスとなります「狙いを定めた対

話」の開始が、本年 12 月の IOC 理事会で決定される可能性があるこ

とが、５月 20 日の総会後の記者会見で示されたところでございま

す。 

従いまして、年内にはこの狙いを定めた対話への移行を通じて、

IOC による開催都市の絞り込みが行われるものと想定をしてござい

ます。 

次に、委員の意見や議論の反映についてご説明をいたします。 

前回の会議におきまして、プロモーション委員会の役割をご説明

いたしましたが、委員の意見や議論が今後どのように反映されてい

くのか、もう少し具体的にご理解をいただくために、基本イメージ

をスライドに整理をさせていただきました。 

横軸は、2022 年から 2030 年までの時間軸を示しておりますけど

も、まず「招致段階における反映」として「大会の開催意義に関す

るもの」は大会概要案の更新などに、また「機運醸成に関するもの」

は札幌市や JOC などによる各種機運醸成の取組に反映いたします。 

その後、開催地決定後の「大会組織委員会の継承」ということで、

「大会の準備や運営に関するもの」は、大会組織委員会での様々な

計画や取組に反映いたします。 

並行して、「地域のまちづくりへの反映」として、「大会が果たす

役割に関するもの」は札幌市のまちづくり計画などに反映をいたし

ます。 

事務局からの説明は以上でございます。 

岩田会長  ありがとうございます。  

ただ今の報告につきまして、ご意見・ご質問のある委員はいらっ

しゃいますでしょうか。  
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なお、オンラインに参加の皆様が発言される場合、Zoom の挙手ボ

タンを押して頂きたいと思います。  

順次指名をさせて頂きます。  

何かご意見やご質問はございますか。  

それでは特にないようでございますので、次の議事に移らせて頂

きます。  

岩田会長  第１回会議の振り返りと、会議テーマについてでございます。  

はじめに事務局から説明をお願いします。  

事務局  

（梅田スポーツ局長） 

それでは事務局よりご説明させて頂きます。  

右下に「番号９」と書かれたスライドをご覧ください。  

まず第１回の会議の振り返りといたしまして、前回皆様から頂い

たご意見をキーワードでテーマ別に整理をさせていただきました。  

とりわけ多く寄せられた意見が、中心の青い色でお示しをした４

つのテーマ「SDGs」、「共生社会」、「経済・まちづくり」、「レガシー」

といったキーワードでございます。  

今後は、この４つの分野を会議の主要テーマとして取り上げ、議

論を深めてまいりたいと考えてございます。  

こうした第１回の会議の振り返りを踏まえまして、次のスライド

でございますけども、次回以降の会議テーマの案を整理してござい

ます。  

まず本日の第２回会議では、この後「共生社会」をテーマにご議

論をいただく予定でございます。  

また、第３回目では、「レガシー」をテーマに、第４回では「SDGs」

と「経済・まちづくり」をテーマとしてはどうかと考えてございま

す。  

なお第４回会議では、大会の開催意義に関する中間取りまとめ案

についてご提示をさせて頂きまして、皆様にご議論頂くことを想定

してございます。  

続く第５回の会議において、中間とりまとめとして整理をいたし

まして、大会概要案への更新に反映させたいと考えてございます。  
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事務局からの説明は以上でございます。  

岩田会長  ありがとうございます。  

それでは、意見交換に入ります。  

ご意見・ご質問のある方はいらっしゃいますでしょうか。  

特にないようでございますので、それでは次に移りたいと思いま

すが、その前に今、高橋委員が到着をされました。  

今回はじめての参加となりますので一言ご挨拶をお願いしたいと

思います。  

高橋委員  高橋でございます。  

１回目も参加できず、誠に申し訳ございませんでした。  

また今日も国会との関係で遅れましたことをお許しいただければ

と思います。  

冬季オリンピック・パラリンピックの誘致に向けて、私もメンバ

ーの１人として力を尽くしてまいりたいと思います。  

これからもよろしくお願いいたします。  

岩田会長  ありがとうございました。  

それでは大会の「開催意義」について、討議を進めてまいりたい

と思います。  

先ほど事務局から説明がありましたとおり、今回のテーマは「共

生社会」であります。  

前回の会議でも多く意見が出ましたけれども、特にパラリンピッ

クをきっかけとした共生社会の推進や共生社会が意味する具体的な

イメージなどについて意見交換をしたいと考えています。  

はじめに事務局より、2030 年大会の大会概要案と共生社会の関連

につきまして説明をいたします。  

事務局  

（梅田スポーツ局長） 

それでは事務局よりご説明させて頂きます。 

資料右側の「番号 12」と書かれたスライドをご覧ください。 

大会概要案と共生社会との関連についてご説明をさせていただき

ます。 

昨年 11 月に策定いたしました大会概要案では、2030 年の大会を
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通じて将来目指すまちの姿と、大会によってもたらされるレガシー

について「スポーツ・健康」、「経済・まちづくり」、「社会」、「環境」

の４つの分野に分けてございます。 

このうち共生社会につきましては、「社会」の分野で整理をしてご

ざいます。 

札幌市の現在の状況といたしましては、障がいのある方のうち地

域で暮らしやすいまちと思う方の割合が低い傾向にございます。 

そういったことを解消していくために、大会によって目指すまち

の姿を、「全ての人に優しい共生社会の実現」と掲げてございます。 

次にレガシーの例でございます。 

心のバリアフリーが実現した誰もが暮らしやすいまちを目指すこ

と、札幌ならではの文化を世界に発信することなどを期待してござ

います。 

その他にもインフラのバリアフリー化の促進や、アイヌ文化をは

じめとした多文化への理解促進をはじめ、障がい者スポーツの取り

組みの促進、ジェンダー平等の推進など、様々な取り組みを進めて

まいりたいと考えてございます。 

これらの取り組みを進めることで、2030 年度末までに利用者数の

多い集客施設等を結ぶ経路のバリアフリー化率を 100%にすること

を目指してまいりたいと考えてございます。 

また、右上に「参考」と記載したＡ３判の資料を配布させていた

だいてございます。 

これは、先日第１回の会議においてご説明をいたしました、現在

検討中のまちづくり戦略ビジョンにおけるユニバーサルの分野の資

料でございます。 

札幌市における共生社会の実現に向けた取組について、まだ検討

段階のものとなりますけども、ご参考までに後ほどご覧を頂ければ

と思います。 

続いて、「東京 2020 D&I アクション」についてご説明をいたしま

す。 
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東京 2020 組織委員会では、2021 年の８月に「東京 2020D&I アク

ション―誰もが生きやすい社会を目指して―」を公表いたしました。 

これは大会を契機に、多様性「ダイバーシティ」と包摂「インク

ルージョン」を備えた社会へと確かな一歩を踏み出すためのアクシ

ョンを大会関係者とともに世界に向けて宣言する、として発信をし、

社会を変化させる力として、次世代にも引き継がれるムーブメント

になることを目指すものでございます。 

東京 2020 大会では、この D&I アクションの中で、人種、肌の色、

性別、性的指向、性自認、障がいの有無などの理由による、いかな

る種類の差別がなく、お互いを認め合い、誰もが自分らしく生きら

れる共生社会を目指すとして、様々な取組が行われたところでござ

います。 

事務局からの説明は以上でございます。 

岩田会長  ありがとうございました。 

それでは「基調発言」を頂きたいと思います。 

東京 2020 大会でもパラリンピックが障がい者と健常者の共生に

大きく寄与したということから、パラリンピアンで国際パラリンピ

ック委員会理事のマセソン委員と、同じくパラリンピアンであり、

JPC 委員長を務めておられます河合委員にお願いをしたいと思いま

す。 

それでは、はじめにマセソン委員よりお願いをいたします。 

マセソン委員  

 

よろしくお願いいたします。 

本日は、「私達が目指したい共生社会の姿と、その実現に向けた取

り組みについて」お話をさせて頂きます。 

話題提供させて頂きます、マセソン美季と申します。 

ご紹介にありましたとおり、国際パラリンピック委員会で理事を

務めております。 

1998 年の長野大会のときには、アイススレッジスピードレースと

いう競技で金メダルを３つ、銀メダル１つを獲得した元アスリート

です。 
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選手引退後は、スポーツと教育の力で社会を変えるための活動に

従事しており、2018 年から IOC の教育委員会の委員を務めていま

す。 

本日は教育者として、パラリンピアンとして、母親として、また

冬が長いカナダに生活する障がい当事者として、「私達が目指したい

共生社会の姿とその実現に向けた取り組みについて」、話題を提供さ

せていただきます。 

まず初めに、第１回プロモーション委員会の会議の振り返りをし

たいと思います。 

緊張して臨んだ第１回目の会議でしたけれども、多様な分野でご

活躍される皆様がそれぞれのお立場で得られたご知見を共有され

て、自由に意見交換ができる大変オープンな場だなということがわ

かって安堵いたしました。 

皆様のご意見を伺って、札幌大会の招致が多くの方々に歓迎され

て支持されるために、必要なキーワードは３つあると私は考えまし

た。 

１つ目は「共生社会の実現」、２つ目は「情報公開と丁寧な対話」、

３つ目は「自然との共存、共生」です。 

本日は、この３つのキーワードを念頭に置きながら、２つの話題

をご紹介したいと思います。 

１つ目は、雪の地域に暮らす車椅子ユーザーの経験を通して札幌

に期待するまちづくりについて、２つ目は、共生社会の構築に向け、

今すぐご活用いただける無償の教材、国際パラリンピック委員会

（IPC）公認の『I’mPOSSIBLE（アイムポッシブル）』日本版のご紹

介になります。 

まずは、札幌のまちづくりに期待する点について話題を提供させ

て頂きます。 

私は日本で生まれ育ちましたけれども、結婚を機にカナダに住ん

でおり、今年で 20 年になります。 

ここは北緯 45 度ですので、北海道でも北の方、稚内と同じぐらい
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の緯度に位置しています。 

11 月から４月まで雪に追われるような場所で、冬場はマイナス 30

度以下に冷え込んで、運河が凍って天然のスケートリンクとして開

放されるような本当に極寒の地です。 

北米の中では雪が多い地域として知られているのですけれども、

それでも年間の降雪量は 250cm ほど、日本の豪雪地に比べると少な

くて、おそらく札幌の半分ぐらいではないかと思います。 

市の面積は札幌の 2.5 倍、そこに札幌の半分ぐらいの人口が住ん

でいるような町に暮らしています。 

車いすユーザーにとって雪や氷は大変厄介な存在です。 

除雪には体力も時間もお金もかかります。 

自宅から、バス停や駅への道のりが氷や雪で覆われてしまうと、

公共交通機関にたどり着くことさえできないというような事態も生

じます。 

また、雪の影響で、公共の交通機関の遅延やキャンセルもありま

す。 

夏の間は自由に活動できる人たちでも、冬場になると移動困難者

となってしまい、家族や友人、同僚、また身近な人たちに依存する

ような機会も増えて、精神的な負担が増してしまうのも冬の特徴か

と思います。 

その結果、外出の機会が減ってしまう傾向もあります。 

今回の発表に先立ちまして、札幌市内ですとか、北海道内で暮ら

す方たちにアンケートやヒアリングをさせて頂きましたけれども、

やはり雪は厄介者というような印象を持っている方たちが少なくあ

りませんでした。 

カナダに移住を決めたとき、雪の降る期間は冬眠生活をおくるし

かないのかなと当初は途方に暮れていたことを思い出します。 

ところが、カナダの冬というのは予想以上に快適で今は冬がとて

も楽しみです 

雪が降っても、スクールバスが来る朝の時間帯までには除雪が行
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われています。 

私が住んでいる自治体では、高齢者や障がいのある人たちがいる

家庭で利用ができる雪かきのボランティアサービスというのがあり

ます。 

地域のボランティアに混じって、高校生も多く参加しています。 

一人暮らしの高齢者の方は、雪が降ると人が来てくれるからは冬

がとても楽しみだと言っていました。 

冬限定のバスのサービスもあります。 

市営バスが走っているエリアでは、冬の間バス停までの除雪がで

きない代わりに、小型のリフト付きのバスで、ドアトゥドアのサー

ビスを提供してくれます。 

一般にバスに乗るときと同じ運賃で活用ができます。 

この他、ウィンタースポーツに参画できる豊富な機会もあります。 

市営の公園には、クロスカントリースキーのコースが整備されて

いますし、農地や側道には、スノーモービルの専用ルートが作られ

ます。 

ホッケーリンク、カーリングリンク、そういったものは家族連れ

に無償で開放される時間がありますし、運河や川が凍った場所が期

間限定でスケート場として開放されるような時期もあります。 

マイナス 30 度以下に冷え込むような時期でも外に出たくなる魅

力がたくさんあって、気軽に参加できるような環境が整備されてい

るのが特徴かと思います。 

このような経験をもとに、まちづくりに期待するポイントを２つ

にまとめてみました。 

１つ目は、雪がある生活に誇りを持てるまちづくりです。 

除雪排雪といった困りごとを減らすために仕組み作りをしていた

だいたり、スポーツや雪遊びといった雪国ならでは、冬の楽しみ方

が実感できるような取組を増やすというのが１点目のご提案です。 

２点目は、雪や氷と共存・共生できる仕組み作りです。 

先ほどご紹介したバスサービスのようなものを導入したり、冬場
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のアクセシビリティ、モビリティを向上させるような取組、ある一

定期間だけでも、雪のない空間ができれば、外に出る機会も増える

かもしれません。 

雪に強くて快適なまちと、市民の方たちが実感できるようになる

ことが必要だと思っています。 

また、雪を活用した雪冷房のような環境と経済の好循環ができる

テクノロジーを世界に向けて発信する機会になれば素晴らしいので

はないでしょうか。 

今ある環境やシステム、制度、そしてプロセスといった様々な物

事は当たり前といったことを、見直す機会と捉えていただければ良

いと思います。 

ここからは後半として、２つ目のトピック、共生社会の構築に向

け、今すぐ活用いただける無償の教材、国際パラリンピック委員会

（IPC）公認の『I’mPOSSIBLE』日本版についてご紹介をします。 

この教材は、日本パラリンピック委員会と日本財団パラリンピッ

クサポートセンター(現：日本財団パラスポーツサポートセンター）

が、国際版の教材をもとにベネッセこども基金様のご協力を得て日

本の学校で使いやすいように開発した教材で、現在日本パラリンピ

ック委員会のウェブサイト上で公開されています。 

教材の名前は、「IMPOSSIBLE（不可能）」という意味の単語に、ア

ポストロフィを加えたことで出来上がった造語です。 

「I’mPOSSIBLE」には「私はできる」という意味があります。 

不可能だ、できないと思い込んでいたことでも、少し工夫をした

り、発想を変えたりすることで「できる」に変えられるという考え

方があります。 

また、簡単に諦めず、どうすればできるようになるか、そういっ

たことを考える習慣をつけてほしいという思いが込められた名前に

なります。 

この教材を活用したパラリンピック教育では、パラリンピックを

題材に、共生社会の形成に役立つ工夫の仕方や考え方を学ぶことで、
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共生社会の形成を担う若い世代の育成を目指しています。 

そうすることで、自分たちが暮らす社会を、自分たちの力でより

良い場所に変えていくために、自ら行動を起こせる若者を増やすこ

とができると考えています。 

私達は教材を開発するだけではなく、教員研修などをとおした普

及啓発活動にも力を入れています。 

ご参加いただいた先生方の声をいくつか紹介させて頂きます。 

・共生社会を実現するには、国民の意識を変えていくことが必要な

ので、全国の学校で『I’mPOSSIBLE』を活用したパラリンピック

教育に取り組むことができれば良いと思う 

というご意見。 

・『I’mPOSSIBLE』は、インクルーシブ教育の思想を具現化できるよ

うに、非常によく練られているものだ 

という声。 

・また子供たちの将来に必ず必要になる教育だと感じた 

といったご感想の他、 

・様々な心身の特性や考え方を持つ人々が相互に理解を深めたり、

支え合ったりすることを、パラスポーツを通して学べることは、

とても良いことだと思った。全ての児童が互いの人権を大切にし

支え合う共生社会を学校でも実現できるようにしていきたい 

というご意見。 

・オリパラを単なるイベントとして終わらせることなく、心のバリ

アフリー教育の充実に繋げることが重要だと再認識することに繋

がった 

といったような声が寄せられています。 

こちらの円グラフでは、この教材をぜひ活用したい、時間があれ

ば活用してみたい、という先生方が 97%いらっしゃるということが

示されています。 

先生方から大変大きな興味関心が寄せられていることがわかりま

す。 



16 

 

札幌市、北海道そして全国的な取組として、広げていただく機会

になればと思っています。 

実際に教材を活用した教員からは、この教材を取り扱うことで「自

分も障がいのある人に関わりたい」や「自分の家や地域のバリアフ

リーってどうなのだろう？」など、そういうところに視点が行く子

が増えた、というようなお話がありました。 

「子供たちの反応で、自分自身を変えてもらった」という声もあり

ました。 

それまで知らなかったこと、興味がなかったことに関心が注がれ

て変化していく様子がわかります。 

さらには、 

・共生社会は待っていても起きない。特別支援学校の教員として、

生徒と一緒に自分たちが地域に乗り込んでいく場を作ったり、工

夫したりした。その結果、生徒たちが自信をつけ、変化していっ

た 

という障がい当事者の変化についての報告もございます。 

パラスポーツを通して実現できる共生社会のイメージは４つ。 

１つ目は、多様なニーズがある人たちが自分の居場所を見つけ、

様々なことに挑戦できる社会。 

２つ目は、障がいのあるなしに関わらず、誰もがスポーツを楽し

む選択肢がある社会。 

３つ目は、少しの工夫や発想の転換をすることで、「できない」と

思い込んでいたことも「できる」に変えられる、というパラスポー

ツの中にある考え方を、社会の中の問題解決にも応用して、常に進

化をし続ける社会。 

４つ目は、多様な人々が相互に理解し合い支え合える社会。 

では最後にまとめに入ります。 

冒頭で札幌大会の招致が、多くの方々に歓迎され支持されるため

に必要な三つのキーワード、「共生社会の実現」、「情報公開と丁寧な

対話」、「自然との共存・共生」についてお伝えをしました。 
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共生社会というのは、年齢、性別、人種、障がいの有無などに関

わらず、全ての人の基本的人権が尊重されて、誰でも公平公正に自

分の意思で様々なことが選択できる社会のことです。 

それぞれの個人が自分の可能性を発揮できるように土台が整った

社会のことです。 

共生社会を目指すというのは、弱者を仲間に入れてあげましょう

っていう活動ではありません。 

私達が暮らす社会というのは、マジョリティー、多数派の人たち

に都合が良いように作られた社会です。 

マジョリティーの人たちが、当たり前に使っている物やサービス、

制度そういったものにしっかりと向き合って、取り残されている人

や不利な立場に追い込まれている人がいないか、ということを検証

したり、不均衡が見つかればそれを改善したり、新しいアイディア

を想像したり、地道な作業を続けていかなければ出来上がらないも

のだと思っています。共に新しい価値を生み出す、それが共生社会

だと私は思っています。 

国際パラリンピック委員会は、パラスポーツを通じ、インクルー

シブな世界の実現を目指しています。 

よりよい社会づくりと、大会の機運醸成の両方を進めていただく

ために、本日ご紹介させていただいた『I’mPOSSIBLE』日本版教材

を活用したパラリンピック教育の推進をご提案したいと思います。 

共生社会というのは、誰も取り残さない社会、ですから２つ目の

キーワード、「情報公開と丁寧な対話」の機会には、アクセシビリテ

ィの担保という重要な観点も考慮すべきという点も強調しておきた

いと思います。 

そして、まちづくりに期待したいことは、３つ目のキーワード「自

然との共存・共生」と大きく関連しています。 

札幌の市民や北海道民の皆さんが、雪がある生活が快適で冬が待

ち遠しくなるまちづくりを実現することで、世界に誇れるまち

「SAPPORO」に信頼と愛着が深まる、そんなまちづくりと共生社会の
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実現に向けて、皆さんと共に活動していきたいと思っております。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

ちょうど時間となりましたので、私からの発表は以上となります。 

ありがとうございました。 

岩田会長  マセソン委員、大変ありがとうございます。  

それでは次に、河合委員、お願いを致します。  

河合委員  ありがとうございます。 

では私もお時間頂きましたので、私の方は「共生社会実現に向け

て～東京 2020 から北海道・札幌 2030 へ～」というテーマで、お話

したいと思います。 

改めて日本パラリンピック委員会委員長をしております河合純一

と申します。 

よろしくお願いいたします。 

簡単にもう少し私の自己紹介をさせていただければと思います。 

競泳、水泳競技で６大会のパラリンピックに出場してきた選手で

ありましたけれども、現在は今申し上げたように JPC の委員長をし

ており、昨年の東京 2020 大会の日本代表選手団の選手団長及び今年

の３月に行われました北京 2022 冬季大会の代表選手団の団長も務

めました。 

さらにこの東京 2020 大会の向けては、組織委員会の中のアスリー

ト委員会副委員長、ボランティアの検討委員会、聖火リレーの検討

委員会、メダルデザインの審査委員、そして持続可能性委員会の人

権協働人権労働共同参画ワーキングと、たくさんの関わりを持たせ

ていただき、また更には、アクセシビリティに関するガイドライン

策定の協議会のメンバーなども務めたという状況です。 

こういった経験を踏まえて、今日は皆さんに改めて「共生社会と

は何なのか」、「札幌 2030 年に向かってどういうことを皆さんと取り

組めばよいか」ということをお話しできればと思います。 

ダイバーシティ&インクルージョンを、国際パラリンピック委員会

（IPC）は次のように定義をしております。 
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「Diversity is a reality. Inclusion is a choice.」と、つま

り、ダイバーシティというのは、その目の前、我々が今既にあるも

のです。 

しかし「Inclusion」というのは、「皆さんの選択にかかっている」、

「選ぶか選ばないかは１人１人にかかっている」ということを言っ

ています。 

改めて、IPC は、この We the Fifteen というキャンペーンをスタ

ートさせており、世界中の人口の 15%は何らかの不自由さや不便さ

などの障がいのある方々で、つまりは 12 億人、地球上にはそういう

方々がいます。 

この方々も誰１人取り残すことなく、自分らしくいられるような

社会を目指すということを考えていくべき、ということを前提とし

ているということです。 

ここをまずスタートに考えて頂きたいと考えています。 

そういった中で、東京大会はどうだったかというと、東京 2020 大

会のビジョンとミッション、基本コンセプトのところをお話したい

と思います。 

何度も皆さんお聞きになったことだと思いますけれども、東京

2020 大会のビジョンは「スポーツには世界と未来を変える力があ

る」でした。 

このとおりだと私も今もそう思っておりますが、その中で３つの

基本コンセプトとして、「全員が自己ベスト」、「多様性と調和」、そ

して「未来への継承」を掲げて様々な取組をしてきました。 

特に「多様性と調和」というこの２つ目の基本コンセプトを具現

化実現していくために、パラリンピックはとても大きな役割があっ

たと思っておりますし、取り上げられる機会も多くなったという認

識を持っております。 

そういったことも踏まえて、先ほど遠藤先生からもご発言があり

ましたとおり、「東京 2020 大会はパラリンピックの成功なくして東

京 2020 大会の成功はない」という多くのリーダーの方々からの発言
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があり、「オリパラ一体」と山下会長も常にお話をいただけるように

大きく進むことに繋がっていったと考えております。 

併せて、そう考えたときに、共生社会の実現に向けてということ

で、パラリンピックの果たすべき役割というのは、まさにこの物理

的なアクセシビリティ、バリアフリーやユニバーサルデザインとも

言われますけれども、こういった障がい者に関わる様々な法律や制

度が変わっていくこともありましたし、そして、障がい者のアスリ

ートたちのパフォーマンスを見ることで、可能性を感じてもらうと

いうことも大きなポイントになっていたと思います。 

見た方々がインスパイアをされて、人々の認識、障がいに対する

考え方を変える一つのきっかけにもなりました。 

こ れ が 、 ま さ に イ ン ポ ッ シ ブ ル に ア ポ ス ト ロ フ ィ を つ け た

「I’mPOSSIBLE」できないをできるに変える工夫、先ほどマセソン

委員からあった教育教材にも繋がっていく、そういう考え方と捉え

ているところです。 

そう考えていくと、共生社会を実現する様々な工夫やヒントが、

こういった中にあるのだと、パラリンピックを関わる、あるいは見

ていく、そういうことによって見えてくる、考えていく、感じるき

っかけを提供できるものだと考えています。 

そういったところから、東京 2020 大会は、招致段階もそうでした

が、組織委員会が発足時より、本当に多くの理事や職員にも関わっ

ていただきボランティアの皆様にも入っていただきました。 

それらを踏まえて、結果的に多くの経験した方々、関わった皆さ

んが、今は地域や、そしてまた出向元であった企業やいろいろな自

治体などに戻りながら、これをさらに発展させる動きに繋がってき

ている。 

そういう意味において、共生社会の実現を目指していく上で、す

ごく促進要因としてパラリンピックには大きな力があると考えてお

ります。 

そういった中で、アスリートあるいは当事者としての役割がやは
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り大きくこの東京 2020 大会あったと思っておりまして、組織委員会

の発足直後より、理事や先ほど申し上げた職員の方々など障がいの

ある方々が、多く参画するように意識もしましたし、ボランティア

の募集も、障がいのある方々も参画しながらできる体制を整えると

いうことにも取り組んでいました。 

アスリート委員会にも、私を含めてパラリンピアンが６、７名と

多く入っており様々な議論を行っていました。 

非常に特徴的な１つ事例をご紹介したいのですが、選手村の設計

や計画をについて話し合ったアスリート委員会が初期の頃にござい

ました。 

そこでいろんなニーズを、まさにアクセシビリティやバリアフリ

ー、選手村の中で車いすの選手が、トイレやお風呂に入れるかどう

か、こういったところもしっかりと注意しながら作ってほしい、と

いう意見などを様々挙げていき、当然オリンピアンの皆さんが食事

はこういうのがいいなど、いろんなご意見がありました。 

議論をし尽くしていった中で、あるオリンピアンの方から意見が

ありました。 

それは何かというと、パラリンピアンの皆さんの言っている意見

を具現化するようにやっていけば、「パラリンピアンの皆さんが使え

るものに、オリンピアンが使えないものはない」という発言です。 

「使いやすいモノを追求して使えない人を作るのではなく、使え

るモノを増やして、誰もが使えるモノを広めていく」という発想、

まさにユニバーサルデザインの発想に繋がることです。 

こういった話し合いの中から見えてきた良い事例だったのではな

いかと思っております。 

そういったことを踏まえたことにより、「選手村は非常に過ごしや

すい東京 2020 大会ができた」と考えております。 

その他メダルのデザインに関しては、「視覚障がいの選手は、金銀

銅の色がわからないので、どうやってわかるようにするか」という

議論の中で、側面に穴を開ける数を１個２個３個と付けることで、
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表面のデザインを変えることなく、金銀銅をわかるようにする等の

工夫をしました。 

その他にもトーチ聖火リレーのトーチのデザインを正面に向けて

持てるようにするためにはどうしたら良いのか、年賀ハガキなどの

いろいろなライセンスグッズについても視覚障がいや他の障がいが

あっても、わかりやすいデザインを採用しながら販売するなど取り

組んできました。 

これは、当事者が一緒になって議論をする中で生まれてきたとい

うことも大きな要因でした。 

そういった取組があったため、東京 2020 大会はとても良かったし

大成功した、と言えると思っております。 

東京 2020 大会の成功をどのような成果として捉えているかとい

うと、「共生社会」という言葉が改めて多くの皆さんに知ってもらえ

ることになったと思っています。 

540 時間もテレビ放送して頂きました。 

これはロンドン大会の 12 倍、リオ大会の４倍以上の時間数になり

ました。 

多くの皆さんがリアルタイムで見ていただいたり、SNS などを通

じて見ていただいたり、知っていただく大きなきっかけになったと

思っております。 

そういったことも含めて、我々は 2030 年、日本パラスポーツ協会

のビジョンとして、JPC 日本パラリンピック委員会の「戦略計画」と

いうものを掲げており、我々のビジョンとしては、活力ある共生社

会の実現を掲げ、世界を目指すパラアスリートの活躍を支援しパラ

リンピック運営を推進することを掲げながら、様々な取組を今もう

スタートをさせてきております。 

これは東京 2020 大会の半年前に発表しているものになります。 

それらを踏まえて、国の方も「第３期スポーツ基本計画・持続可

能な国際競技力向上プラン」というものを通じて、引き続き東京

2020 大会での成功を持続可能なものにしていく、ということで様々
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な取組をしておりますが、まさに我々はビジョンを事前に掲げてい

たことを通じて、そこに書いている内容等をしっかりとコミュニケ

ーションしながら、今後の計画に盛り込みながら活動を今スタート

しているということだと思います。 

そういう意味で、現状を把握したりする意味でも大きな役割があ

ったと思います。 

この持続可能な国際競技力向上プランにもあるのが、もう１枚、

別添でお付けしている「JAPAN Rising Star プロジェクト」という

タレント発掘、未来のパラリンピックを目指す選手たちを測定した

り、それをサポートするというプロジェクトもスタートしておりま

す。 

今年度は全国 10 ヶ所で行い、ちょうど北海道地域については８月

14 日に今年は行うということになっており、現在募集もしておりま

すので、こういった方が出てくれば、2030 年にも活躍できる場にも

繋がると考えているところです。 

そういったものも含めて、我々は１年２年先の目の前のことだけ

ではなく、５年 10 年先の中長期の計画に立って、物事を取り組んで

いるということです。 

改めて「D&I（ダイバーシティ&インクルージョン）って何だろう？」

と考えたときに、丁寧な対話時間は、多様な意見があるので聞くと

いうことをすればするほど、時間はかかるものということです。 

しかし、それは社会をより良くするイノベーションのきっかけに

なるのも間違いありません。 

様々な発明は、こういった多様性の中から生まれてきている事も、

皆さんには改めて認識をいただきたいと思います。 

そして、「インクルーシブ」は英語なのでなかなかわかりにくいと

は思いますが、反対の言葉はご存知のように「エクスクルーシブ（排

除）」です。 

つまり、インクルーシブということは、「誰もが排除されていない

と思ったときに、インクルーシブな状態になった」ととらえる方が
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良いのではないかと思っております。 

そして、よく言われる「大会後のレガシー」ですが、それは気づ

いて終わったらそこに残っているものではなく、この８年後を見据

えて今から「北海道・札幌 2030 のレガシーはこうしよう」と思って

共に取り組み出すからこそ残るものなのだ、という認識を皆さんと

改めてしておきたいと思います。 

共生社会実現に向けては、実は３つのステップがあると考えてい

ます。 

「knowing」・「doing」・「being」です。 

まさに東京 2020 大会を見ていただき、知っていただいたことによ

って、日本の国民の多くの皆さんが「knowing」という第一段階に立

っていただいていると考えております。 

「障がいのある方々が職場にいたら、どう接していいのだろう

か」、「横断歩道で見かけた時にどう声をかければいいのだろうか」、

「席を譲った方が良いのか」など、とても「doing」のところで悩む

という声はいまだにあります。 

しかし、今多くの自治体や皆さんが目標にする事は「『knowing』

をできるようにしましょう」というふうに置きがちですが、これは

あくまで、意識をして自分で考えればできる状態であって、本当は

「誰もが、困っている人がいたら自然に声を掛け合って助け合える

『being』な状態を目指していくこと」を前提に、「『doing』という

第２段階をいつまでにどのようにクリアできればいいか」というふ

うに考えていくことが大切かと思います。 

最後のゴールを「being」に置くということを皆さんと一緒に、考

えていきたいと思っております。 

改めて、まとめとなりますが、「共生社会というのは、共に生きる

ダイバーシティというリアリティではなくて、共に生かし合えると

いう意味での共生と考えなければいけない」と思いますし、ハード

のバリアは、ソフト面でクリアできるようにも考えていく必要性も

あるだろうと思います。 



25 

 

「個性をすりつぶして混ざり合うミックスジュース型の共生社会

ではなく、それぞれの良さを生かし合えるフルーツポンチ型の共生

社会」というものを共に目指していくことが、皆さんと一緒に誰も

が自分らしく生きられる共生社会に繋がっていくのではないかと思

っています。 

この様に何度か札幌にも来させていただく中で、私もぜひ学校等

に訪問し、この価値や意義を伝えながら、子供たちが８年後、自分

たちがこう有りたいという前向きな気持ちを作っていくこともとて

も大きな成果に繋がるというふうに考えておりますので、引き続き

ここにお集まりの皆さんとともに、一緒に力を合わせてプロモーシ

ョン活動を頑張っていければと思います。 

以上、ありがとうございました。 

岩田会長  河合委員、ありがとうございました。  

それでは、「意見交換」に入りますが、鈴木副会長は途中退席の予

定となってございますので、初めにご意見を頂きたく思います。  

鈴木副会長、お願いします。  

鈴木副会長  時間の関係上、初めに発言させていただくことをお許し頂ければ

と思います。  

まず、マセソン委員、河合委員から大変重要な貴重な意見がござ

いました。  

これはもう札幌、北海道として、この大会のみならず、まちづく

りの観点から極めて重要なご示唆が多くあったと考えております。  

私からも「共生社会」のテーマで少しお話をさせて頂きたいと思

います。  

スポーツが持つ価値、そして、意義でありますが、年齢、性別、

障がいの有無、様々そういった全ての人々が享受されるものであり

ます。  

スポーツを通じて社会に参画するこのことによって、支え合う共

生社会の実現にも繋がっていくと私も考えております。  

障がいのある方が、スポーツを通じて自らの可能性にチャレンジ
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をし、多くの方々との交流、コミュニケーションを深めることは生

活の質を高めて人生をより豊かにしていく、こういう観点からも非

常に重要である一方で、率直に道内の今の状況を見ますと、身近な

ところでスポーツを行う環境がどうなんだといった時に、まだ十分

には整っていないと、私は考えています。  

私は元々、東京都の職員として働いていましたが、その時に様々

な障がいのある方々が、療養する、また医療を総合的に受ける北療

育医療センターで職員として働いていました。  

そのセンターの目の前に障がい者総合スポーツセンターがありま

して、東京都の方であれば知っているという方もいると思いますが、

そのセンターに毎日勤める中で、目の前で車椅子のテニスやプール

など、本当に多くの方々が汗を流している、そういう姿を間近で見

てきました。  

また、夕張市長もやっていたのですが、その時も「障がいのある

子供たちがスポーツをする施設がない」ということを聞き、夕張市

が持っていた施設を是非利用してくださいと、障がいのある子供た

ちのために環境を提供したことで少し関わった経験があります。  

やはり、障がいの有無に関わらず、特に子供たちが幼児期から家

庭、地域、あらゆる機会でスポーツや運動に親しむことができる環

境を整えていくことは非常に重要だと、これまでの経験でも思って

います。  

そして、子供の早い段階で、まず知っていただくこと、スポーツ

と出会う場や機会を創出していく、このことが非常に重要だと思っ

ています。  

最近、道内においても、日本パラスポーツ協会による巡回のスポ

ーツ教室をやっていただいており、また民間団体の皆様の協力によ

りますスクールなど、身近な地域で自主的にスポーツに参加できる

機会が増えてきている事も現実としてあります。  

道においても、障がい児の方々がスポーツに興味・関心を持って

いただけるように、パラリンピアンの皆様の協力を頂きまして、パ
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ラスポーツの体験会を開催させていただいているところです。  

障がい者スポーツを普及促進する、そのためには、まず理解をす

ること、それを促進していくと共に、障がいのある方、ない方、こ

れらの交流を推進していく事が必要です。  

両者のルール、用具、こういったものを工夫しながら一緒にスポ

ーツをやる、創る、こういうことを楽しむ、私も車いすバスケット

を、障がいのある方、ない方みんなで集まってものすごく楽しい経

験をしたことがありますが、多様な活動を行っていくことが重要だ

と思っています。  

道でも、昨年からパラスポーツコーディネーターを配置させて頂

いて、道内のパラスポーツクラブの情報を収集しまして、広く発信

をさせていただき、理解の促進と魅力の発信に取り組んでいるとこ

ろです。  

道内で初めてとなるパラリンピック、この大会が実現をされれば、

まさに先ほどから委員の方々が話されております多様な人々がスポ

ーツに参加できる環境を整える、整えていかなければならないとい

うことであります。  

その価値と感動を広く発信をする、このことによって誰１人取り

残さないための真の共生社会、そのレガシー、みんなで作っていく、

このことに私としては期待をしているところでございます。  

私から以上です。  

岩田会長  ありがとうございました。  

ここで、鈴木副会長は、公務の都合によりまして、退席をさせて

頂きます。  

どうもありがとうございました。  

それでは、次に札幌を拠点としますパラアスリートであります狩

野委員、永瀬委員からのご意見を頂きます。  

はじめに、狩野委員、お願いをいたします  

狩野委員  ご指名頂きましてありがとうございます。  狩野  亮です。  

マセソン委員、河合委員、鈴木副会長の言葉が、本当に全てと思
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うのですが、僕が障がいを持った中で生きて、パラリンピアンとし

て肌感として感じている共生社会について、具体的な例も踏まえて

ご紹介をできたらと思っております。  

僕も感じている共生社会の実現というのは、河合委員のお話にあ

ったように、知ってもらい、それが当たり前になっていく、という

こと共生社会かなと思っております。  

僕の周りに新しく入ってきたスタッフの方々が、最初はやはり「こ

んな生き方をしている障がい者がいるのだ、パラアスリートがいる

のだ」とまず驚きから入ります。  

ただそれが当たり前になっていったときに、自分の中の概念が少

しずつ変わって行っている事に気がつくと仰ってくれて、それはす

ごく大きな意味があると思っています。  

例えば、僕がチェアスキーから車椅子から乗り移るときに、失敗

して転んでしまったとしても、一緒に笑い会えるぐらいの関係にな

っていくことを実際に経験しています。  

これは極端な話で、失敗している障がいを持った方たちを笑って

ほしいという訳ではありませんが、それぐらい当たり前になったと

きに、はじめて共生社会が、形になっていくのかなという感覚でい

ます。  

実際に、札幌ではどうかと言いますと、これも一つの例なのです

けれども、先日「きたえーる」でトレーニングをしていて、終わっ

た後に親子２人で歩いてきて、子どもが僕を見て、「車椅子の人だ」

と言いました。  

これも僕らとしては OK なことで、そこで「そうだよ、交通事故に

遭って車椅子なんだ」と言って仲良くなればいい事ですが、親御さ

んは、「そういうこと言ったら失礼だよ」と仰っていましたが、これ

もよくある話で、僕にとっては OK なのです。 

その親御さんが、障がいを持った人たちは守られるべき立場とか

可哀想と思っているかはわかりませんが、そのような概念から生ま

れるやりとりなのかなと思って、その場はニコニコしながら終わり
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ました。  

先ほども皆さんのお話に出ておりますが、やはり、もっともっと

知ってもらう、そして欲を言えば触れてもらえる機会を作れたらベ

ストと思っております。  

あともう一つ、このエピソードには側面があると思っていて、先

程の『I’mPOSSIBLE』の話にも繋がりますが、障がいを持った方達

や、なかなか踏ん切りがつかずにケガを負って落ち込んでいる方達

を、もっと引っ張り出してあげて、活躍する場を作ってあげる、も

しくは自分から活躍する場を作りに行くような方達がどんどん増え

ていけば、相乗効果として知る機会も増えますし、知ったことによ

って大人の感覚も変わり、より豊かな社会にどんどん変わっていく

のではと思っています。  

そういった部分が、もし札幌でいろいろなことをする中で実現で

きれば、すごくより良い社会になっていくのではないかと思ってお

ります。  

以上となります、長くなりましたがありがとうございました。  

岩田会長  ありがとうございます。  

次に永瀨委員、お願いいたします。  

永瀬委員  皆さんこんにちは、パラリンピアンの永瀬です。  

私は高校１年生の時に、神経の難病 CIDP という 10 万人に１人ぐ

らいの発症率の病気が発症して、手足が不自由になりました。 

当時、バスケットボール部に所属をしていて、スポーツは大好き

だったのですが走ったり跳んだりができなくなって、部活も辞めざ

るを得なくなり、体育も何とかごまかしでできるものもあったので

すが、ほとんど見学で終わってしまいました。  

このような中で一番辛かった、悲しい思いだったのは、スキー授

業です。  

道内の方は皆さん経験あると思いますが、北海道は雪が積もる街

なので、スキー授業であったり、好きじゃなくてもスケート授業が

ある学校は多いです。  
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朝、学校に私は制服で行って、他の友達はスキーウェアで来て、

高校生なので授業というよりはイベントですよね。  

スキー場に行って、みんなスキーでリフトの方へ行きますが、私

はずっとロッジの隅っこで先生からもらった課題をしなければいけ

ない。  

お昼休みは皆楽しそうにも戻ってくる、それを私は隅っこで寂し

そうに見ている、その背中を見ているしかなかった。  

もちろん、もう 30 年前で、なかなかパラスポーツが、まだあまり

知られてない時代だったですが、ただ、まだまだそういう子供たち

が、全道・全国に居ます。  

一部、札幌や旭川は、バイスキーやスレッジを使ってスキー授業・

スケート授業に参加できる子供たちも少しずつ増えてきましたが、

まだまだ見学であったり、授業なのに自宅待機と、やはりそういっ

たところがまだまだあります。  

そこでも、我々が使うスレッジやバイスキーを使うと、一緒にな

って普通の授業に参加できる、そのような目標を具体的に作って、

2030 年の冬までには、障がいの状況にもよりますけれども、希望す

れば、全道・全国でそのようなスキー授業・スケート授業をできる

ようにする、そういった具体的な目標があれば、ただ共生社会とい

う言葉だけではなくて、判りやすいし、何をすれば良いのかという

事もはっきりして来ると思います。  

バリアフリーや共生社会というものを、いろいろな所で聞きます

し、そのような会議にも参加してきましたが、私が一番バリアだと

思うのは、バリアフリーとか共生社会を考えるにあたって、「バリア

や社会の壁を感じた事がない人だけで考えてしまう日本のプロセ

ス」だと思います。  

例えば、何か建物を作る、何か企画をする、計画が進んで最後に

１～２回、当事者を呼んで「どうですか？」と聞かれ、「このトイレ

の位置をずらしてください」と言ったら、「いや、もうずらせない」

という、「それでは何のために呼んだのですか？」と聞いたら答えら
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れない。 

そういった仕組みというものを、このオリパラを機に変えて、障

がい者の方だけではなく、女性の方や性的少数者など様々な人たち

が準備の段階から中心的に関わって進めていく、そうすると本当に

素晴らしい大会や社会ができていくのではないかなと思います。  

以上です。  

岩田会長  ありがとうございます。  

続きまして、先ほど事務局から説明がありましたとおり、共生社

会の意見交換をする上では、障がいという観点だけではなく、文化

やジェンダーなどの観点も必要となりますので、秋辺委員と井本委

員にもご意見を頂きたく思います。  

秋辺委員、よろしくお願いいたします。  

秋辺委員  今までの皆さんのお話聞いて、本当に現場で感じて、その生活か

ら出てきた強い言葉があったなと思っています。  

私に与えられたところは、おそらく民族が違う文化が違うという

ところから話すべきだろうと思います。  

私の肩書きが「アイヌ文化演出家」ということに成っているので

すが、文化の演出というのは、ステージやイベントの演出ではない

です。  

民族として、どう生きてきたか、どのような考えを持っているか

ということを、如何に効率よく全世界の人に伝わるかということを

考えなくてはいけない。  

そのために、普段から自分たちの生活や歴史を学びながら表現を

しています。  

去年、東京オリンピック・パラリンピックのときに札幌で舞台を

作ってもらってオリンピックのオフィシャルとして演じました。  

その時に、アイヌ以外の人にもアイヌの踊りをやって頂きました。 

手を挙げて私も参加したいよという人には参加して頂きました。  

アイヌの伝統舞踊や歌を表現する舞台で、バリアフリーを目指し

たところです。  
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とても楽しく踊ってくださいましたが、「アイヌの伝統の舞踊には

車いすで踊るということはない」のです。  

だから、車いすで踊ってください、そして初めての人も踊ってく

ださい、昔は踊れたけれども最近はステッキを使っているお年寄り

には、そういう踊りを開発しました。  

同じリズム、同じ場所で一緒に踊って頂きました。  

とても喜んで頂きました。  

何故そういうことをしたかというと、私達の伝統的な考え方で、

「ウレシパモシリ」という言葉があります。  

これは「共に育て合う大地」という意味で、「この地球というもの

は共に育て合っている」という考え方が古くからあります。  

私はこれこそが、パラリンピックのことだろうと思いました。  

そのときに感じたのは、パラリンピアンの方は競技に出る、それ

以外の方はどうするのか、というと私たちの踊りで出てください、

と伝えています。  

要するに「競技者ではない人もオリンピック・パラリンピックに

参加できる」という意識を持って舞台を作らせて頂きました。  

そのとき常に言っていた事は、「天から降ろされたものに不必要な

ものは何ひとつない」ということを言いました。  

したがって、「車椅子だろうが、歩けなかろうが、どうしようが、

みんな出る」ということで舞台を作らせて頂きました。  

これが、伝えられてきた共生社会の１つのあり方だろうと思いな

がら実施いたしました。  

男女の踊りは別でありますけども、「私は男の踊りをやりたい、私

は女性の踊りをやりたい」という人も出てきます。  

これから、おそらくアイヌの伝統を壊してでも、ジェンダー的に

考えて男女別の踊りは無くなっていくのだろうと思っております。  

ここでもう１つ、前回と同じように皆さんに聞いてほしい事は、

人間同士が育て合うという事は良いですが、自然と共生して育て合

うという視点を、もう少し強く打ち出してほしいなと思っています。 
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世界中では、環境破壊、気候変動で困っています。  

同じことを申し上げますが、札幌オリンピック・パラリンピック

があったおかげで、地球が救われた人類が救われたという重要な契

機になると私は思っています。  

先住民族の考え方は世界中にあります、日本の文化にも自然と共

生した素敵な文化があります。  

それをみんなで思い出して、新たな発信をしていけたら、多民族、

多文化、共生、そういうものが実現される契機になると思っていま

す。  

よろしくお願いします。  

岩田会長  ありがとうございました。  

それでは次に、井本委員、お願いをいたします。  

井本委員  

 

井本直歩子です。  

皆様こんにちは。  

東京大会ではジェンダー平等推進チームのアドバイザーを務めま

した。  

昨年３月に橋本新会長に変わってからのチームでしたので、でき

ることが限られていましたが、その中で感じたことなどを少し上げ

させて頂きます。  

まず、ジェンダー平等は、日本の重要な課題ですし、世界から見

ても遅れている分野ですし、そして何よりも、東京大会であれだけ

大きな話題になり、今、社会においてもジェンダー平等がものすご

く加速していると感じています。  

この招致プロモーションでも、全面にジェンダー平等を押し出し

ていくことが、かなりの賛同に繋がるのではないかと思っています。 

では、何を重点目標として掲げるかについては、考え方のベース

として、私は４つに分けて考えられると思っております。  

１つは、大会開催においてのジェンダー平等、開催で何を達成す

るか。  

２つ目が、日本と国際社会のスポーツ界のジェンダー平等で長期



34 

 

的に何を達成できるか。  

３つ目は、札幌市・北海道のジェンダー平等。  

そして４つ目が、日本社会のジェンダー平等となります。  

これらすべてが如何に有機的に融合して、目標ができてそれに向

かって達成できるかというところを考えていければと思っておりま

す。  

今日のミーティングの前に、札幌市の方から「第４次男女共同参

画札幌プラン」ご共用いただき目を通したところ、とても素晴らし

いフレームワークができていました。  

プランだけではなく、意識調査とともに確実にその経過を見てい

たり、目標がしっかりその数値をもとに掲げられており、そのベー

スがあるのでとても素晴らしいと思いましたが、残念ながら達成度

の目標は、５年前と昨年を比べたときに、軒並みに全て低下してい

るのです。  

したがって、この第４次プランが今年で終わって、来年からの新

しいプランを考えていらっしゃると思いますが、その中でも重点的

な項目をピックアップして、それを如何にスポーツと融合させて、

一緒に前に進めているかというところを考えるべきと思いました。  

スポーツの話ですが、こちらも参考にすべきフレームワークがい

くつかあります。  

一番参考にするべきは、「ジェンダー平等レビュープロジェクト」

という IOC のフレームワークの中で、その中に「25 提言」という 25

の分野に分かれているフレームワークがあります。  

これに沿って東京大会でも見ていったのですが、その中で女性ア

スリートの数や、参加者の数は達成できましたが、例えば発展途上

国の女性のアスリートの数や、または女性コーチの数、そして審判

の数、役員の数、またメディアにおける女性の割合、こういったも

のも全て書いてあるのですが、これらは長期的に取り組んでいかな

ければならないことだと思います。  

したがって、スポーツ界とその社会の目標をしっかり明確にして、
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その中でどれを重点的に取り組むか、そして上手く見せることです。 

北京冬季大会の数は調べていないのですが、例えば、アスリート

の数が男性と女性で同数になっていくとか、またいろいろな組織の

ガバナンスのレベルでの女性の数、そういったものもしっかり憂慮

して、どんどん見せることをしていかなければならないと思います。 

最後になりますが、まだジェンダー平等がどうしても隅っこに追

いやられているような状況があるのではないかなと感じているの

で、やはり「何故ジェンダー平等、ジェンダー多様性が必要なのか、

そうしないと何がまずいのか」ということを本当に腹落ちして、理

解していかなければ、なかなかこのテーマに対して力が入ってこな

いと思うので、そういった勉強会なども提案できればと思っており

ます。  

私からは以上です。  

岩田会長  ありがとうございました。  

それでは、他の委員の皆様からもご意見を頂きます。  

はじめに、会場におられる委員の皆様、そして次にオンライン参

加の委員の皆様の順で、ご意見を頂きたいと思います。  

会場におられる委員の皆様いかがでしょうか。  

牧野委員どうぞ。  

牧野委員  牧野でございます。  

私も皆さんのお話を共感しながら聞かせていただいておりまし

た。  

それで、2030 年に札幌オリンピック・パラリンピックが開催され

たら、どのように北海道や札幌が変わるのだろうか？ということも

考えながら、私の視点でお話をさせて頂きたいと思います。  

札幌市のまちづくり戦略ビジョンの中にも、共生、ウェルネス、

IT 化（スマート）という３つの柱がありますが、これも大きな進歩

に繋がっていくのではないかと思っております。 

それで、共生社会について言えば、多様な人が暮らす社会が当た

り前になるということですが、多様な人が安心して心地よく過ごす
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ためには、先程の狩野さんも仰っていましたし、河合さん仰ってい

ましたけれども、まずは「知ること」です。  

知らないから差別や偏見が生まれるのだ、と私も感じています。  

知るためには、関わる事と肌で感じる事、先ほど仰っておりまし

たが、この重要性を感じています。  

例えば、この会場のことでお話をしますと、鍛えられた方には、

多分車いすでもこの絨毯はそれほど苦にはならないと思いますが、

私のような車いすを使っている者にとっては、すごく移動が大変な

のです。  

入口からこの席に来るまでも、本当に大変な思いをして来ました。 

これは車いすの者だけではなく、ベビーカーのお父さんやお母さ

んもそうではないかとも感じています。  

これを言わないと、多分知らない方も多いのではないかと思いま

す。  

同じ車いすユーザーであっても、障がい者であっても、個人差が

あります。  

札幌の街の中にも、スロープがたくさん設置されていますが、ス

ロープの傾斜によっては、１人で上がれないところはたくさん有り

ます。  

そんな時に、全部、札幌市のバリアフリー基準に満たしたものに

するという事でなくても、周りにいる人が「何かお手伝いします

か？」と気軽に声をかけて助けてくれる、そういう社会になってい

けば良いと私も感じています。  

子供たちの教育は大切だと思いますが、ガイドブックを見て学ぶ

だけではなく、「関わる」ということを注視して頂きたいと思います。 

行動を一緒にすることによって、わかること気づくことがたくさ

んあります。  

知らない事によって、思い込みで誤解や偏見なども生まれている

のだと考えています。  

そのような機会を、オリンピック・パラリンピックを通して、是
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非たくさん作って頂きたいと思います。  

私は来月、札幌市内の中学校から授業の依頼をいただいており、

学校の先生からは「障がい者理解や障がいのある人はこうだという

話に加えて、今の子供たちは順風満帆に何もしなくても自分の夢に

向かって生きていけると思っている子が多い。しかし、当てが外れ

ること、壁にぶつかる事や挫折する事を経験しないと、そのような

事が起きた時にどう対応していくか、どう乗り越えていくのかが判

らない。だからそういう話をたくさん入れて欲しい。」と依頼があっ

た。  

やはり「リベンジができる社会や環境」が大事だと思います。  

生きることを諦めないで暮らせる社会、そのためにも壁にぶつか

ったときにどう乗り越えていくか、そうすることによって自殺する

人の数も少なくなっていくのではないか、いろいろな事を考えてい

くと、すべて根っこで繋がっているのです。  

札幌は、雪の問題とかもいろいろ多いと思いますし、ハンディの

ある人や高齢者の方なども移動もできなくて、社会生活に支障をき

たしている事がたくさんあります。  

就労にしても「雪があるから職場に通えない」そのため「障がい

者の雇用がなかなか進まない」などもあります。  

雪の問題によって札幌オリンピックも今のままでは大変な事がた

くさんあります。  

札幌の街は、雪などの問題はありますが、誇れることがいろいろ

あります。  

例えば、文化や芸術や食などもありますが、札幌の地下鉄です。

「専用席」とついているのは札幌だけだそうです。  

ある大学の先生が調査研究をして、札幌のお体の不自由な方の「専

用席」と、関東圏の「優先席」の利用のされ方の違いにについて調

査・研究された論文があります。  

札幌では、本当に必要な人しか使っておらず、約 93.4%がそこを

必要としていた人が使用していた。 



38 

 

関東圏では、約 19.9%しかいなかった。 

必要のない人も「優先席」という事で使っていた。 

「名前の付け方によって、こんなに差があるのだ」と私もびっく

りしましたが、その札幌ならではの良いところが、たくさんあると

思いますので、その良さを広げていけるように、これからもオリン

ピックやパラリンピック誘致・開催をとおして広がっていけば良い

と思っています。  

ありがとうございます。  

岩田会長  ありがとうございます。  

他の委員の方で意見ある方はいらっしゃいますか。  

芦立委員。  

芦立委員  日本スポーツ振興センターの芦立でございます。  

反省を込めて、ご紹介したいことがございます。  

私共は東京 2020 大会に向けて、パラアスリートにも存分に使って

いただくために、「ナショナル・トレーニングセンター・イースト」

を新設いたしました。 

これは、パラアスリートのご意見を伺って、完全バリアフリーの

施設として、我々としては胸を張っていたのですが、いよいよ使う

ことが近づいた時に、パラアスリートサイドから「実際に最寄りの

JR や地下鉄の駅から来る時に、パラアスリートがきちんと使えるこ

とを確認しているのか」というお話がございました。  

我々は、大慌てでパラアスリートの力を借りて、チェックいたし

ましたが、抜かっていたところがございました。  

例えば、「歩道が狭い」、歩いて来られることは確認していたので

すが、狭い歩道で電柱があると、車椅子が通り抜けられない、そう

いう事がございました。  

車いすアスリートについては、歩道の問題がございました。  

また、「信号機」、大通りを渡る時に、それまで多くは健常者の方

が渡っていますので、交通を遮断しないという意味においては、「青

信号を短く、赤信号を長くして、大通りの交通を制御する」という
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形であります。  

パラアスリート、特に視覚障がいの方が、多数お渡りになるとい

うことになりますと、「短い時間で渡りきれない、ここを長くしない

といけない」ということが次々と判明いたしました。  

また、最寄り駅を実際に使っていただきますと、バスやタクシー

のドライバーさんは全く悪気が無いのですが、車椅子の方が大量に

来るということに慣れていないため、車椅子の方を見かけるとバス

が先に発車してしまう、タクシーが先に発車してしまう、というお

話もありました。  

実は我々、中身はバリアフリーだと言っておりましたが、実際ア

クセスしていただくまでの経路がどうなっているのかというところ

が、正直抜かっていたわけであります。  

これを直すためには、私ども「歩道」は、板橋区と北区の区道で、

東京都の都道もございました。  

また「信号」ですと公安委員会、それから「鉄道、バス、タクシ

ー」となりますと国土交通省、と相談しないといけないところが山

のようにあり、通常であれば、オープンに間に合わなかったかもし

れません。  

しかし、そこが東京 2020 大会でパラアスリートのために作る施

設、パラアスリートに使っていただく施設だということを、何とか

ご理解いただいて、オープンに間に合ったということでございます。 

したがいまして、これはいろんなところに目配せをして、先ほど

永瀬さんのお話にもありましたが、利用者サイドに立った考え方を

していくことが、非常に大事だということを痛感いたしました。  

それとともに、行政や様々方にご理解をいただくためにも、パラ

リンピックを開催していく、あるいはパラをきっかけに共生社会を

実現していくということを強く主張していくことが、非常に社会に

とっても大きなインパクトを得ることになると思いました。  

また、バス会社やタクシー会社もドライバーさんに対する社員教

育を徹底するということによって、今ではパラアスリートが、私ど
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ものナショナル・トレーニングセンターに来られる際も、スムーズ

に公共交通機関を使って来ていただけるようになってきた。  

これも、ある意味レガシーの一つだと思いますし、こうした経験

を全国で共有していただくきっかけになれば、大変素晴らしいと考

えております。  

以上です。  

岩田会長  ありがとうございます。  

荒井委員。  

荒井委員  ありがとうございます。 

今日は大変感動しながら聞いていました。 

私は、政治家になる前に、学校の校長をこの札幌でやっておりま

した。 

私立高校ですが、まさにインクルーシブというものを結果的には

大事にすることで、学校教育が変わっていくということを非常に感

じながらやっていました。 

皆さんもお気づきかと思いますが、学校教育というのは、どうし

ても「できる人」と「できない人」を峻別してしまう力があります。 

勉強ができる人と勉強ができない人、例えば、スポーツができる

人とスポーツができない人と分けるところがあります。 

私がやっていた高校は、最もいろんな事ができない子たちが集ま

るような学校と言われていました。 

でも、まさにインクルーシブなものの見方、マセソンさんや河合

さんがお話いただいたような向き合い方が大切であり、まさに

「being」、存在そのものです。 

学校教育においては全員が障がいを持っているというわけではあ

りませんが、できないと言われ続けてきた子供たちときちんと向き

合っていきながら、存在を認めていくと、一人一人がものすごく頑

張っていくわけです。 

日本の教育は、そのようにどんどん変わりつつあるというふうに

思っています。 



41 

 

その意味でも、こうやって８年後にパラリンピックを、この札幌・

北海道に招致しようという動きは、本当に素晴らしいことだと思っ

ています。 

実は、教育界も今変わろうとしているし、変わらなければいけな

いと思っているのですが、なかなかその起爆剤として、どう変わっ

たらいいか？というのは、実は先生たちも悩みながらやっています。 

もちろん学校には、できる子たちだけが集まるような学校もたく

さんあります。 

それは否定されるべきものではありませんが、でもできない子た

ちとどのように向き合っていくのかという事をすごく悩みながらや

ってきました。 

まさにこのインクルーシブなもののあり方、考え方というものが、

これから大きなヒントになるのだ、それを８年後にパラリンピック

という形で実現しようとする中で、教育から変わっていくという事

はすごく大切だと思います。 

たった８年です。 

今の高校生 15 歳から 18 歳は、たった８年で 23 歳から 26 歳にな

っています。 

そのような子供たちに対して、８年後に招致ができたから実現す

るのではなくて、今やったらいいじゃないかと思っています。 

学校は、そういう意味で柔軟性があると思います。 

北海道には例えば高校は 290 個あり、札幌市立高校は 7 校、どこ

も本当にみんないい教育していますし、私立高校も 56 校あります。 

道立高校も 224 校あり、中学校・小学校を含めれば、もっとたく

さんの数があります。 

今、高校生はこのような教育をみんな望んでいるというふうに感

じておりますので、できるだけ速やかに、先ほどマセソンさんがご

提案されていたような『I’mPOSSIBLE』の教育のツールを使ったも

のをやる必要があると思います。 

最後に、長くなりましたが１点、これは、今日この会議で言った
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から、市長や知事も聞いていたので、教育委員会が「すぐにやらな

ければいけない」というような上から落ちていくと、決して良くな

いと思いますので、「こういうツールがあり、こういう人たちがサポ

ートするから、是非やってみたいが、学校はどうですか？」という

ような場を提供すれば、やりたい学校はたくさんあると思いますし、

それが啓発活動にも繋がると思いますから、そういう事を通じて進

めていったら良いと思いました。 

ありがとうございました。 

岩田会長  他にご意見ございますか。  

菅谷委員どうぞ。  

菅谷委員  本日は、ありがとうございます。  

皆様のお話をお聞きしまして、まさしくオリンピック・パラリン

ピックの誘致がきっかけとなり、「共生」というテーマについて深堀

りして勉強する機会をもつことができているということをまずもっ

て感じました。  

これがオリンピックという目標に向かって続いていくということ

を考えると、これからの将来、オリンピックを超えて、それ以降も

成立する良い事業になっていくのではないかと思います。  

そして、「共生」に向けては、障がい者の方を知るということが最

初の基本であると思いますが、先ほど車椅子のお話頂きましたけれ

ども、皆様のお話をお聞きしていて、どうしても「そこまで入り込

んで良いのかな？」というのが本当に思うところでございます。  

施設の建設についても、施設が出来上がった後ではもう遅いわけ

で、やはりそのプロセスに参画していただくというところからスタ

ートすることも、大変大事なことだと思いました。  

経済界といたしましては、障がい者の方を知るという取組の一環

として、「アスナビ」という就労支援制度にて、オリンピック・パラ

リンピックのアスリートの方と一緒にお仕事をさせていただき、理

解を深めるということも取り組んでおります。  

今日のような機会に、皆様と垣根なくお話をしながら「気づき」
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を築き上げていくことが大切であると思いましたので、意見として

申し上げさせて頂きます。  

岩田会長  ありがとうございます。  

その他、オンラインで参加されている委員の皆様からも、ご意見

を頂戴したいと思いますがいかがでしょうか。  

伊藤委員どうぞ。  

伊藤委員  

 

日本スポーツ協会の伊藤です。 

我々JSPO でも共生社会の実現に向けて、身近な様々な取組を行っ

ています。 

主催する国民体育大会においては、2016 年の岩手大会から女子選

手の参加枠の拡充に着手し、今年の栃木国体では、2015 年和歌山大

会との比較で、８競技 800 名弱の女子選手参加枠が追加されており、

直近の女子選手比率は 38%に成りました。 

今後も女性が活躍する場が増えるよう中央競技団体と連携をし、

競技の特性を見ながら参加枠の拡充をさらに検討していきます。 

また、2017 年には女性スポーツ委員会を設置し、「もっと女性が

スポーツを楽しむ社会」の実現を目指した取り組みを始めておりま

す。 

女性がスポーツに参加しやすい環境を整えるための情報発信や、

場の提供を進め、例えば、公認スポーツ指導者、資格を取得する女

性は、最新の登録状況では、５年間で約 5000 人増えて、４万 3000

名になりましたが、こちらの女性比率はまだ 20%前半です。 

女性指導者への資格取得を促進し、指導現場における多様性や受

容性を高めて、もっと女性がスポーツを楽しむスポーツ文化の確立

に向けて取り組みを加速させていきます。 

本日、マセソンさん、河合さん、お二人からの話も示唆に富んで

おりましたが、パラリンピック東京大会では、多くの人々が選手た

ちのパフォーマンスを見て、障がい者への見方が大きく変わり、共

生社会の気づきに繋がりました。 

この東京大会で生まれた多様性と調和というレガシーを普及、発
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展させて、2030 年の北海道・札幌オリンピックに向かって進化させ

るために、JSPO としても、女性や障がい者、セクシャルマイノリテ

ィの方など、身近な地域で日常的にスポーツを楽しめる環境作りを

推進していきたいと考えております。 

以上、JSPO が取り組んでいる施策の一部ですけれども、ご紹介さ

せて頂きました。 

ありがとうございました。 

岩田会長  ありがとうございます。  

その他、ございませんでしょうか。  

伊達委員。  

伊達委員  

 

各委員の方のお話を聞きながらとても参考になったのですが、そ

もそも札幌でオリンピックを開催することの意義、それを皆様に知

っていただくということが必要だと思います。  

今日の皆様のお話にあるように、パラリンピックを街でやるとい

うことによって、ハード面というのが必ず進んでいく、バリアフリ

ーの解消が進んでいくということ、そして、心のバリアフリーの面

でもその効果が必ずあるということが証明できるのではないかと思

います。  

東京オリンピックが終わって間もないにもかかわらず、またオリ

ンピックの話か？と若干の人にはあるかもしれないですが、むしろ、

東京オリンピックでやってきたことの課題や反省点を、レビューで

きる良い機会で、オリンピックを継続してやることこそ、意味があ

るのではないかと思いました。  

つまり、東京オリンピックの課題の記憶があるうちに、それを解

消しながら次の８年に向かって、もっと現実的で、合理的な方法を、

皆様が扱いやすいものに進化させるという意義です。  

バリアフリーの話は、「理屈と現実の乖離」が大きなテーマなのだ

と思います。  

私が聞いた東京都の話では、タクシーに車いすで乗車するための

スロープをつける補助金が出たようですが、装着したのはよいもの
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の、現実には、相当複雑な作りとなり、スロープの出し入れにも相

当時間がかかってしまいとても使えない、という運営者側の話を聞

いたことがあります。  

したがって、サポートする事業者にとっても使いやすいようなも

のを作ってあげる、そういった配慮も共生社会を作っていくために

は必要なのではないかと思います。  

反省点は、書き溜めておきながら、具体的に実行を計画の中で活

用できれば、いわゆる PDCA になるのではないかと思いました。 

もう１つ、ジェンダーに関するお話について、井本さんのお話に

は私も賛成で、札幌でオリンピックを開催するということを契機に、

ジェンダーの課題も同時に解決していくというメッセージは、とて

も重要だと思います。  

当然スポーツ界におけるジェンダーの部分の課題も解決すべきで

すが、やはり、札幌市が全国に先駆けて、ジェンダーギャップ指数

を上げることができるのかなど、インパクトのある取組をすること

によって、国内に影響を及ぼし海外にも誇りを持って主張すること

ができるのではないかと思います。  

先日、別の会議で女性の活躍推進員について話を聞きました。  

例えば、日本の企業で 36.7%の企業は、まだ女性を採用していな

いという事実があったり、子育てを機に女性の５割が退職している

事実があったり、まだまだその女性が働きやすい環境にはなってい

ないわけです。  

ジェンダーギャップ指数が、先進国で最低と言われておりますが、

その中で札幌市はどうでしょうか。全国の中で上位にいき、そして

日本のジェンダーギャップ指数を持ち上げるような行動指針を示

し、オリンピックを機会に提示していくといったことも必要なので

はないかと思います。  

学校教育においても、ジェンダー・バイアスというものが方々で

生まれているはずで、それについても、大人の男性が考えたギャッ

プやバイアスを解消するプログラムが、本当に機能しているのかと
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いうことをもう一度見直すべきではないかと思います。  

これは、「バリアフリーのためにこれだけ整備したが実際には途中

のプロセスが足りていなかったと気付いた」と同じように、このジ

ェンダー・バイアスについても、「理屈と現実の乖離」が至るところ

に可能性がありますので、その部分を全て摘み取っていくというよ

うな行動も宣言されることが必要ではないかと思います。  

以上です。  

岩田会長  ありがとうございました。  

その他、何かございますでしょうか。  

高橋委員どうぞ。  

高橋委員  

 

高橋でございます。  

共生社会の実現に向けてのこのオリンピック・パラリンピックの

話、大変感銘を受けながらお伺いをしておりました。  

伊達委員のお話とも通じるとは思いますが、この課題への対応は、

2020 年東京大会からの大きな流れがあるのだということを改めて

実感いたしました。 

先ほど東京大会のビジョンの基本コンセプトとして、「パラリンピ

ックの成功なくして東京大会の成功なし」というお話がございまし

た。  

そして、ハード、ソフトの両面で様々な工夫や対応されたという

お話もあったところでございますが、１国民として考えれば、何よ

りも、この東京大会におけるパラリンピアンの選手の皆様方の頑張

りというもの、これは日本の選手だけではなく世界のアスリートの

方々が頑張っておられる姿を、我々はコロナ禍にありテレビの画面

を通じて、大変な感動持って拝見をさせていただきました。  

この流れをぜひ冬季大会のこの北海道・札幌のオリパラに繋げて

いかなければならないと、強く思ったところでございます。  

もちろん、ハード面の様々な工夫、対応も必要でございますが、

加えて、我々道民は総じて人々に優しい想いを持っているのではな

いかと思っており、我々自身のお迎えの気持ち、人に優しいまちづ
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くりを目指していくことを、是非 2020 年から 2030 年へと繋げる形

で誘致活動をしっかりやっていきたいと思いました。 

もう１つ全く別のことでありますが、先ほどナショナル・トレー

ニングセンターのお話もございましたが、冬季大会に臨むからには、

我々は選手の強化を国挙げてやっていかなければならないと思って

いるところでございます。  

特に、競技団体さんの状況を見ますと、もちろんオリンピック関

連の競技の団体の方々も様々ご苦労があろうかと思いますが、パラ

リンピックの関係の競技の団体委員の方々は、それ以上にご苦労も

多いということも聞いております。  

場合によっては、単独だけではなくて統合であるとか、あるいは

オリンピック競技の競技団体とパラリンピックの同じような競技の

団体の統合など、いろいろな知恵を出しながら、選手の強化あるい

は、その基盤としての競技団体の方々の頑張りも、しっかり我々全

体で支えていく努力も必要と思いました。  

ありがとうございます。  

岩田会長  ありがとうございました。  

その他、何かご意見ございませんでしょうか。  

それでは、役員の皆さんにもご意見を頂きたいと思います。  

森副会長、いかがでしょうか。  

森副会長  ありがとうございます。  

第１回目前回の会議で、札幌大会開催に向けての意義というもの

を、極めて広い範囲からご意見が出て非常に有意義だったと思いま

す。  

その中で今回第２回目の一つの議論の主要テーマとして、「共生社

会」というテーマを選んでいただいて、非常に良い流れができたと

思っております。  

一方で、１回目の会議でも今日の話でも、これからのプロモーシ

ョン活動の行方として、これから今年の年末、そして来年の５月に

向けて、非常に大事な時期が刻々と迫ってくるということを改めて
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感じました。  

スポーツの試合では、「勝負には勝ったけれども、試合には負けた」

と、あるいは逆のことも言われることがあります。  

今回のケースを考えたときに、やはり試合に勝つというのは、IOC

から我々札幌・北海道がしっかり 2030 年のターゲットとして、承認

されることだと思っています。 

一方で勝負に勝つというのは、おそらく我々自身がこういう社会

を作っていきたい、こういうことを実現したいということを、具体

的に自分たちが納得できるような結果を出すことが、ある意味では

勝負に勝つことなのかなと、そう思ってみますと、これから、「試合

と勝負」の両方勝っていかなきゃいけないなということを改めて思

いました。  

今日、共生社会の議論の中で、マセソン委員、河合委員にいろい

ろお話をしていただいたのですが、河合さん、から出た話の中で

「knowing」、「doing」、「being」、私もこのパラスポーツに関わって

から、このことを大変実感しています。 

「knowing」までは比較的簡単にできると思います。 

そして「doing」というところも、このような議論を経ていろいろ

な工夫をしていくことでかなりできると思います。 

ただ最後の「being」は、相当いろいろなことを戦略的に考えなが

らうまく関係を作っていかないとなかなかできないと思います。  

ただ、多くの日本の国民の方々は、そのような環境が整備された

ときに、今日我々が議論してきたことを極めて自分の問題として受

け入れてくれる方が多いのではないかと思っており、そこは比較的

楽観をしております。  

これからプロモーション活動をさらに進めるにあたり、機運の醸

成ということが具体的なテーマの中で、今我々がこうしてやってい

るプロモーション活動も、できるだけ「being」の人たちが何らかの

形で増えていったらいいなと、その方法論はわかりませんけれども、

それがボランティアなどその活動のプロセスの中により多くの人を
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巻き込んでいくような仕掛けができたら良いなと思います。  

それからマセソン委員のお話の中で、冬が楽しみな北海道札幌、

本当にいいと思います。  

これが多くの道民や市民の方と共感を得られたら、多くの方が

「knowing」、「doing」を超えて、「being」の仲間になってくれるの

ではないか、そんな気がしました。  

岩田会長  ありがとうございます。  

秋元会長代行、お願いいたします。  

秋元会長代行  ありがとうございます。  

今日の皆さんからの様々なご意見を頂きまして、大変参考にさせ

ていただけると思っております。  

まちづくりとの関係で、私ども札幌市としては、しっかり取り組

んでいかなければいけないわけでありますが、永瀬委員からもお話

がありましたように、具体的な目標値を持って、2030 年まで目指し

ていくこと、これは非常に重要なことだろうと思っています。 

手元に参考資料でお配りをしております資料の内容についてはお

話をいたしませんが、ハード、ソフト、そして教育の面で、非常に

このパラリンピックの開催ということがこの札幌にとって大きな意

味を持っていると思っております。 

2030 年に何かを実現していくためには、もう今日から明日から、

いろいろなできることを取り組んでいかなければいけないわけであ

ります。 

このプロモーション活動と同時に、目標に向かってどういうプロ

セスを作っていくのかを、皆さんと共有させていただいて進めてい

くことが重要であると思っております。  

マセソン委員の冬を楽しめるというお話で、障がいを持った方が

冬の移動で大変ご苦労されている。  

これがある程度自分の思うように動けるようになるということ

は、健常者の皆さんにとっても、だんだん高齢化が進んでまいりま

すので、ご高齢の方にとっても、冬はやはり出づらいというのが今
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の現実です。  

したがって、札幌の冬の生活を、雪が有りながら生活しやすい街

にしていくことが、皆さんに共感をしていただける大きなテーマに

なるのではないか思っております。  

「オリンピック・パラリンピックをやらなくても、共生社会の実

現に向かって行かなければならないのだから、オリンピック・パラ

リンピックやらなくてもいいのではないか」と仰る方もいらっしゃ

います。  

確かに、時間軸をすごく長く考えると、いつかは実現してくるの

かもしれません。  

それをできるだけスピードを上げて、2030 年という目標に向かっ

て開催をするため、それまでに私達は何をどこまでも目標を持ち上

げていくかを共有していくことで、その目指すべき姿の完成する時

間軸、これを短くしていけるのではないかと思っているところであ

ります。 

岩田会長  ありがとうございます。  

山下会長代行、お願いいたします。  

山下会長代行  まず、マセソン委員、河合委員の基調発言、魂を震わせながら聞

いておりました。 

それから他の委員の先生からも大変貴重なご意見いただき、あり

がとうございました。 

多分、私の最初の「knowing」ではないかなという経験をお話させ

て頂きたいと思っています。 

今から 35 年ぐらい前の話になりますが、文科省の在外研修員制度

で、１年間ロンドンに行ったときに、ロンドンで生活しまして、気

づいたことの１つです。 

非常に車いすの人が多く「ロンドンって、イギリスって障がい者

の人が多いのだな」と最初は思いました。 

日本であまり大都市の中で見かけませんでした。 

それから、ベビーカーを持った女性の方も、当時のロンドンもそ
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んなにエレベーターが進んでいるわけじゃないですが、普通に生活

されていました。 

ちょっとした時間だったら、至る場所にその障がい者のための駐

車のスペースがあって、それを一般の人がほとんど使うことはない。 

そこで私は初めて、「日本社会が如何に共生社会から程遠いのか」。 

エレベーターがなくても、周りに人が居れば、車椅子、ベビーカ

ーだって、実際ロンドンでも、そこにいる人が当たり前のようにみ

んな持って協力していました。 

そういうところで１年間生活して帰ってきました。 

私、気がついたら、白い杖を持った視覚障がい者の方を見かけた

ら、自然に近寄って行って「何か私にお手伝いできますか？」と、

それが自然に出来るようになりました。 

東京 2020 大会、私が非常に期待した事は、世界から多くの人々を

日本で受け入れて、多くの人々と交流する中で、世界が如何に多様

で様々であるか、それが身近であるか、日本国民が目を世界に向け

る絶好のチャンスと思っておりましたが、残念ながらそれは実現で

きませんでした。 

そういう世界を知ると、自分が変わり、自分の世界が変わってい

くのではないかなと思っております。 

共生社会、これは障がいの有無、もちろんこれだけではございま

せん。 

民族、文化、ジェンダー、人種、宗教などです。 

これからの日本社会は、より多くの外国の人たちを受け入れて交

流し、それを理解する、それが求められているのではないかと思い

ます。 

東京 2020 で出来なかった我々が世界を肌で知り、感じ、学び、そ

のチャンスを、是非 2030 年、我々が大きく変わる、このチャンスに

していかなければいけないと思っております。 

東京 2020 大会で、パラスポーツ障がい者に対する日本人の見方、

理解が劇的に変わったという話をしましたけど、私は全く安心して
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いません。 

私も含めて日本人というのは、熱しやすく冷めやすい、いつまた

元に戻るか、まだまだですね共生社会って意味では日本遅れている、

絶対戻してはいけないし、これを進めていかなければいけない。 

そういう意味でも、東京 2020 のレガシーをしっかり受けて、2030

年続けていく、繋げていくことが我々の責務であろうと思っており

ます。 

最後にもう１つ、ジェンダーバランス。 

日本スポーツ協会の伊藤会長からもご発言がありましたが、今、

日本のスポーツ界は、このジェンダーバランスに関しまして覚悟を

持って率先して取り組んでおります。 

なかなか簡単に思うようにいきませんが、しかしスポーツ界が変

わって、そして日本社会に少しでも良い影響を与えるように、今、

変わっています。 

これからもジェンダーバランスについても覚悟を持って、精一杯

取り組んでいきたいと思っております。 

今日は皆様のご発言を聞きまして、私自身がまた改めて多くのこ

とを学びました。 

本当にありがとうございました。 

岩田会長  ありがとうございます。  

たくさんのご意見を頂きまして、皆さん本当にありがとうござい

ます。  

頂きました皆様のご意見を事務局の方で整理をいたしまして、次

回の会議で共有をさせて頂きたいと思います。  

また、中間の取りまとめに反映をさせて頂きたいと思いますので、

よろしくお願いをいたします。  

時間を大変押しておりますが、次の議事に入らせて頂きます。  

機運醸成についてでございます。  

事務局の方から説明願います。  

事務局  それでは、事務局より説明いたします。  
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（梅田スポーツ局長） 資料右側に「番号 17」と書かれたスライドをご覧ください。 

機運醸成の取組として、招致応援プログラムについてご説明をさ

せて頂きます。  

委員の皆様や、委員の所属団体、特別会員の団体におかれまして

は、前回会議でも説明いたしました、この招致ロゴや招致の呼称を

積極的にご活用頂き、招致機運の醸成にお力添えを頂きたく考えて

ございます。  

次のスライドでは、招致ロゴなどの展開例といたしまして、名刺

ホームページ団体のニュースリリースなど、活用例をご紹介してご

ざいます。  

本日会場ご参加の皆様の席上に、プロモーション委員会委員の名

称を配布させていただきました。  

オンライン参加の皆様にも後日郵送させていただきますので、ぜ

ひご活用をお願い申し上げます。  

ロゴや呼称につきましては、名刺の他、ホームページやニュース

リリースでもご活用いただくことができます。  

次のスライドでございますが、ご覧のようにチラシやポスターに

も招致ロゴや呼称を貼っていただく例をお示ししてございます。  

次のスライドでございますけども、招致ロゴや呼称の他、招致 PR

のキービジュアルといたしまして、直近の北京 2022 年大会で活躍し

たアスリートの写真を活用したデザインへと、リニューアルを行い

ました。 

こちらを広報 PR ツールとして広く皆様にご活用いただくために、

キービジュアルをはじめとした各種データを本日から、またポスタ

ーやステッカーなどのグッズにつきましては７月上旬から、提供で

きるよう準備を進めているところでございます。 

また招致ロゴを使ったピンバッチにつきましても、現在制作に向

けた準備を進めておりますので完成次第、ご提供をさせていただき

たいと思います。 

次のスライドでございますけども、招致応援プログラムをご活用
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いただく際にご留意頂きたい点について簡単にご説明いたします。 

まず、活動の実施主体は、自治体や JOC、JPC の加盟競技団体、プ

ロモーション委員会委員および所属団体、国政府機関、公益法人な

どの非営利団体となります。 

次に活動の対象範囲でございますが、非営利な活動であることの

他、日本国内に向けた活動であることが条件となっておりまして、

現段階では国際的なプロモーションの活動は禁止をされてございま

す。 

また IOC、JOC、または JPC のスポンサーでない企業が、オリンピ

ック・パラリンピックを活用して自社の宣伝や商品の販売を行うこ

とはできません。 

詳しくはお手元に「招致機運醸成活動に関するガイドライン」を

配布させていただいておりますので、ご参照の上、ご不明な点など

がございましたら、事務局までお問い合わせ願います。 

最後に、招致 WEB サイトについてです。 

本日、大会招致に関する情報発信の拠点として JOC と共同でウェ

ブサイトを開設いたしました。 

今後は招致に関する最新情報やプロモーション委員会の活動内容

を掲載していきますと共に、イベントレポートアスリートインタビ

ュー、PR 動画、ニュースレターの配信などを予定してございます。

また、SNS との連携により若年層へのアプローチの他、幅広い層へ

の情報を拡散いたします。 

本日お配りいたしました名刺にも QR コードにてご案内しており、

今後も QR コードを使いながらホームページの PR に努めて参りま

す。 

事務局からの説明は以上でございます  

岩田会長  ありがとうございます。  

それではご意見ご質問がございましたら、お願いをしたいと思い

ます。  

荻原委員どうぞ。  
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荻原委員  こちら長野市の荻原健司でございます。 

本日お疲れ様です。 

ソリ会場をお貸しするだけの立場で大変恐縮ではございますが、

我々としても PR につきましては、しっかりと取り組んでいきたいと

思っている中で、ご意見を申し上げたいと思います。 

本日、配布していただいた資料がありますけれども、表紙にスキ

ージャンプの選手が空中に飛び出し、その向こう側に札幌の大都会

が広がっているという写真がございます。 

私としては、今後いろいろ変化していくとは思いますが、こちら

の写真はあまり好ましくないと思っています。 

というのは、多くのパブリックの方々に情報を提供して、共有し

ていくリレーションを作っていく上で、スキージャンプ競技という

のは、ある種特殊なスポーツで競技人口も少ないスポーツですし、

またそんな中で例えば、より参加者の多い競技種目にしていくなど、

考えても見ていいのかなと思います。 

私もスキージャンプ関係者ではありますけれども、やはり 1972 年

の日の丸ジャンプ飛行隊から少し離れて、そのイメージを脱却して

いく必要もあるのかなと思いました。 

先ほど共生というお話がありましたけれども、例えば「ポスター

や写真１枚から共生のメッセージをどうやって伝えて行くのか」と

いう事は大変難しいとは思いますが、例えば、東京 2020 大会が開催

された東京の子供たちが、札幌あるいは冬のオリンピックに対する

イメージはどういうものなのかを聞いても良いかもしれません。 

また、札幌の会場でマラソンや競歩が行われた時に、その前に大

通公園でアイヌ舞踊が演出として行われましたが、例えば、アイヌ

模様がポスターや写真の縁にデザインされるとか、もう少し、ぜひ

考えて頂きたいなと思います。 

例えば、スピードスケートの岡崎さんやカーリングの本橋委員に

してみますと「何でスキージャンプなのだ」という気持ちがもしか

したら有るかもしれません。 
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やはり、より多様性や共生社会、あるいは今後の札幌の課題とい

いますか、札幌市 1972 年 100 万人都市でしたが、それが 200 万にな

って、「本当にその共生社会が深まったのか」逆に言うと大都市にな

ったことで、「地域社会コミュニティがかえって希薄になってしまっ

たのではないか」など分析をして、その１枚の写真から「共生社会

を目指して行くのだ、新しい札幌の大都市の姿を作っていくのだ」

というものが１枚の絵や写真からイメージできる、発想されるよう

な写真や映像などを使っていただきたいと思います。 

以上です、よろしくお願いいたします。  

岩田会長  ありがとうございます。  

この件について、事務局からいかがですか。  

事務局  

（梅田スポーツ局長） 

今、ご指摘あったのは、この概要計画の表紙の写真のことだと思

いますけども、この趣旨としては、都市と自然という札幌市の特徴

を示したということで象徴的な大倉山から都市に向かって飛び立っ

ていく写真ということで選ばせて頂きました。 

今後どういう写真を使って日本国内それから IOC に向かってアピ

ールしていくかというような戦略はまた別途検討しなくてはならい

ないと思っております。 

一旦、本日は、新しいキービジュアルとして 2022 年の北京オリン

ピックのときに活躍した選手、様々な競技団体の選手を入れたキー

ビジュアルを作成させて頂きましたので、当面はこれを使わせてい

ただいて、今後、戦略的にどういう写真を使っていくかというとこ

ろにつきましては、本日のご意見も踏まえて検討させて頂きたいと

思います。 

以上でございます。 

岩田会長  次に渡邉委員、ご発言ございますか。  

渡邉委員  

 

渡邉でございます。皆さんこんにちは。 

先ほど来、共生社会の実現ということで非常に感動、また共感し、

大変いろいろなことを勉強させて頂きました。 

ありがとうございます。 
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一番大事なことは、プロモーション委員会としては、「これをどう

やってブレークダウンして、市民や道民そして日本国民に理解をし

てもらって、賛同してもらうか」そして「開催支持率をどれだけ上

げていくのか」が僕は一番の課題だと思います。 

実は、時間が無いですね。 

私、今日はフィンランドにいますけど、正直言って、ソルトレイ

クシティがかなり追い上げて来ています。 

例えば、前回プロモーション委員会がありました、この１ヶ月間

でソルトレイクシティはどうしたかというと、IOC 本部を訪ねてい

ったり、皆さんご存知のスノーボードのアイリーンさんを大使にし

ようという話を進めたり、色々なアクティブなニュースをどんどん 

ソルトレイクシティは出していっている。 

見事に国際メディア戦略に動いていると思います。 

ところが、札幌に関しては、ネガティブな情報が出てくるけど、

あまりポジティブな情報が出てこない。 

2019 年に、2026 年のミラノ・オリンピックが決まった時に、スト

ックホルムと比べてどうだったかというのを分析しますと、ミラノ

は支持率が 83%に対して、ストックホルムは 55%だったのです。 

今のソルトレイクと札幌を比べると、札幌が 52%で、ソルトレイ

クは 87%、要するに負けの数字にほぼ近いです。 

加えて、ストックホルムが負けたのは、今と同じような議論がす

ごくありました。 

ご存知のとおり、スカンジナビア半島は、共生社会をものすごく

フォーカスします。 

フィンランドに居てもそうですが、それをすごく実現している国

で全面的にアピールしましたが、残念ながら負けました。 

そういったところの反省点をもう少し勉強していくと、我々は何

をして、国内の世論の支持率をもっと高めなければならないか、そ

して、どんどん国際的なメディア戦略をとって上げていかなければ

ならない。 
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とは言え、もう６月です。 

今から何か活動しましょうと言っても、多分に３ヶ月かかるとし

て８月になってスタートします。 

がしかし、IOC の理事会では 11 月ぐらいには決めます。 

そうすると実際にはあと２ヶ月ぐらいしか活動期間がなくなって

くる。 

今日のような議論はすごく大事だとは思いますが、次のアクショ

ンプランを早く実施していかないと、このままズルズルと先ほど森

副会長の発言にもあったとおり、本当に勝負には勝てなくなってく

る可能性が高いと思います。 

今ヨーロッパに居て、非常に危機感を感じます。 

ソルトレイクシティは、札幌のネガティブキャンペーンをします。 

当然のことながら表立ってはしませんが、メディアを利用してや

ってきます。 

国の保障が取れていない、支持率が低い等をどんどん流していく、

それはプロパガンダとして勝つためにはいろいろな事をやっていき

ます。 

札幌は、そんなことをやる必要ないと思いますし、正々堂々と戦

っていけば良いと思いますが、もっと戦略的戦術的に攻めて、そし

て時間がないということを、プロモーション委員会の皆さんも意識

して、いろいろ議論をこれから進めていただければと思います。 

以上です。 

岩田会長  大変貴重なご意見、情報等ありがとうございます。 

これについて、山下会長、何かございますか。 

山下会長代行  渡辺委員、どうもありがとうございました。 

私も同じような認識を持っております。 

よって、今いただいたご意見について、できるところから取り組

んでいきたいと思っています。 

また連携をとって進めていきたいと思いますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 
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岩田会長  その他、何かご意見はございますか。  

荒井委員どうぞ。  

荒井委員  ありがとうございます。  

先ほど、招致の機運に向けてホームページを開設したということ

で、今、ホームページを拝見しておりました。  

今まさに渡邉委員が仰ったように、支持率をどう上げるかという

ことが大事な中で、例えば、このホームページひとつ見ても、いろ

いろ載ってはいるのですが、これはオリンピックが来て欲しいと思

う人が見た時にわかりやすいホームページになっており、オリンピ

ック招致に反対されてる方もいらっしゃる中で、そういう人たちの

「お金がかかり過ぎるのではないか」、「こういうところはどうなっ

てるんだろう」というような事に対して、秋元市長はいろんなとこ

ろで丁寧に答えられていると思いますが、例えばそういったことに

対してのその情報提供というのがこのホームページの中で、PDF に

は載っていますが、成されていない様な気が致します。  

先ほどの共生社会のお話で、マセソンさんも河合さんも、その丁

寧な情報公開とか丁寧な対話が必要とお話していますし、ホームペ

ージの作り方１つでも、機運醸成のための委員会ですので、そうい

ったことを大事にした情報の公開というものを、是非して頂きたい

なと思いました。  

以上です。  

岩田会長  ありがとうございます。  

その他、何かご意見はございますか。  

芦立委員  ご報告です。 

今、渡邉委員からもお話がありましたが、国内の支持率をどう上

げていくか、ということに関連いたしまして、東京 2020 大会で交流

ができなかった多くのホストタウンから、ぜひ財政的な応援をして

ほしいというご要請を私ども受けております。 

今年度までは、特別交付税で財源があるのですけれども、来年以

降の交流にあたって、私どもの方で「スポーツ振興くじ」にて助成
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をするという方向で検討しておりますので、各ホストタウン、オリ

パラアスリートと交流することはすごく楽しい、大事だと思ってい

た皆さん方を応援していく形で、国内の機運醸成にも繋げていただ

けると大変効果的なのかなと思っております。 

以上でございます。 

岩田会長  ありがとうございます。 

その他、何かご意見等ございませんでしょうか。 

大変ありがとうございました。 

時間が超過を致しまして、大変申し訳ございません。 

では、以上で本日の議事は終了とさせて頂きます。 

皆様のご協力に改めて感謝を申し上げます。 

ありがとうございます。 

事務局へ進行を戻します。 

 

３．閉  会  

事務局  

（梅田スポーツ局長） 

それでは、次回の会議について事務局からご説明いたします。  

次回の会議は、７月 26 日火曜日午前 10 時から、札幌市内の会場

とオンラインのハイブリッドで開催をいたします。 

次回につきましては、「レガシー」をテーマに大会の開催意義に関

する議論を深めてまいりますが、詳細につきましては別途ご連絡を

させて頂きます。 

以上でございます。 

これで「第２回北海道・札幌 2030 オリンピック・パラリンピック

プロモーション委員会」を終了いたします。 

長時間の会議ありがとうございました。 

この後、囲み取材がございますので、岩田会長、河合委員におか

れましては、準備ができ次第ご案内をさせて頂きます。 

よろしくお願いいたします。  
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第２回 北海道・札幌 2030 オリンピック・パラリンピックプロモーション委員会  
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太田 雄貴 国際オリンピック委員会 委員 

岡崎 朋美 オリンピアン（スピードスケート） 
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62 

 

河合 純一 日本パラリンピック委員会 委員長 

木村 麻子 日本商工会議所 青年部 
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